万象亭と京伝の確執について by 石上, 敏
昭
和
59
年
度
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
で、
策
者
は
「
万
象
亭
と
京
伝
ー『
作
者
部
類
』
が
伝
え
る
確
執
の
意
味」
と
の
頌
目
を
立
て、
馬
琴
が
『
伊
波
伝
毛
乃
記
』
（
文
政
二
年
成）
及
び
『
近
川
物
之
本
江
戸
作
者
部
類』
（
天
保
五
年一
月
成）
中
に
記
し
た
万
象
亭
と
京
伝
の
確
執
は、
m
実
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
発
表
を
お
こ
な
っ
た。
本
稿
で
は、
そ
の
時
に
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た、
『
田
舎
芝
居
』
（
天
明
七
年
刊）．
に
至
る
ま
で
の
万
象
亭
と
京
伝
と
の
関
係
に
重
点
を
四
き、
箪
者
と
し
て
の
結
論
へ
の
考
察
過
程
を
中
心
に
論
を
進
め
た
い。
．
万
象
平・
京
伝
の
対
立
に
つ
い
て
は、
京
伝
へ
の
宮
及
は
極
め
て
恣
意
的
と
の
悪
名
高
き
馬
琴
の、
前
記
二
宙
が
記
す
の
み
で
あ
り、
そ
の
意
味
で
は
確
か
に
信
憑性
は
低
い
と
苫
わ
ね
ば
な
る
ま
い。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
同
時
に、
馬
琴
の
記
事
に
対
す
る
言
及
の
多
き
に
拘
ら
ず、
実
否
確
認
を
笠
と
し
た
先
例
も
ま
た
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
の
因
を
成
し
た
の
も
串
実
で
あ
ろ‘
ー
い
ず
れ
に
せ
よ、
馬
琴
の
宮
が
真
実
な
ら
ば、
天
明
期
後
半
の
戯
作
界
ま
た
京
伝
の
戯
作
を
考
え
る
上
で
避
け
ら
れ
ぬ
閥
図
で
あ
ろ
に
述
い
な
く、
現
時
点
で
の
筆
者
の
考
え
を
活
字
に
す
る
こ
と
で
改
め
て
対
立
否
定
説
の
方
々
先
ず、
『
伊
波
伝
毛
乃
記
』
『
作
者
部
類
』
の
慨
当
部
分
を
引
用
し
て
み
・』
ヽ
。
t
`
 初
め
万
象
亭
と
交
り
浅
か
ら
ざ
り
し
に、
究
政
の
は
じ
め、
彼
人
田
舎
芝
居
と
い
ふ
一
小
冊
を
著
し
て、
其
自
序
に、
今
の
洒
落
を
翌
丸
を
出
し
て
笑
す
る
が
如
し、
と
い
へ
り、
京
伝
見
て、
己
れ
を
蛾
れ
り
と
し
て
恨
恨
り、
党
に
其
事
を
言
は
ず
し
て、
又
万
象
亭
と
交
ら
ず、
一
旦
馬
琴
を
恨
た
り
し
も、
亦
こ
れ
に
似
た
り
（
中
央
公
論
社
版
『
新
燕
石
十
種
』
第
六
巻）
万
象
亭
森
蝸
氏
ハ
閾
学
戯
作
と
も
に
風
来
山
人
紅
呻
の
弟
子
也
天
明
年
間
戯
作
の
小
冊
二
三
皿
出
た
り
そ
か
中
に
田
舎
芝
居
と
い
ふ
洒
落
本
幻
を存
れ
た
り
そ
の
自
序
に
今
の
洒
落
ハ
翫
加
号
珈
い
て
笑
す
る
が
如
し
と
あ
り
し
を
京
伝
閲
し
て
欧
ハ
す
こ
ハ
吾
か
事
を
い
へ
る
也
と
思
ひ
し
か
ハ
是
よ
り
の
後
万
象
亭
と
交
ら
す
な
り
ぬ
竺～
←
狂
g遥
な
り
（
木
村
三
四
吾
氏
解
図、
天
理
図
掛
館
西
荘
文
庫
蔵
本
複
製）
の
御
意
見
を
承
り
た
く、
敢
え
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る。
万
象
亭
と
京
伝
の
確
執
に
つ
い
て
石
上
敏
- 27 -
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こ
こ
に
言
う
『
田
舎
芝
居
』
序
と
は、
洒
落
本
通
史
に
必
ず
と
言
っ
て
良
い
程
引
か
れ
る
余
り
に
有
名
な
一
文
で
あ
り、
本
稿
で
は
引
用
を
酪
さ
せ
て
減
く
が、
そ
の
＾
序
＞
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
十
二
年
と
四
十
七
年
の
後
に、
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
「
作
り
話」
を
馬
琴
が
担
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。
二
宙
の
微
妙
な
即
船
も、
こ
れ
ら
が
決
し
て
馬
琴
の
創
話
な
ど
で
は
な
く、
遠
い
聞
き
笈
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
‘
,
さ
て、．
こ
の
こ
と
に
触
れ
た
粒
艇
は
水
谷
不
側
「
山
東
京
伝」
四
（
『
（
 
．
早
稲
田
文
学
』
59、
明
21
.
3)
と
思
わ
れ
る
が、
不
倒
氏
は
「
嗚
呼
こ
れ
m
実
か
否
か。
いつ
れ
に
も
せ
よ、
今
こ
こ
に
二
者
の
坦
非
を
判
ず
る
の
要
を
感
ぜ
ず
9
と
し
た。
そ
の
指
摘
を
承
け
た
宮
武
外
骨
『
山
東
京
伝
』
（
大
5
.
11)
は、・
独
特
の
論
法
を
以
て、
馬
琴
の
言
を
斬
っ
て
捨
て
て
い
る。
「
京
伝
馬
琴
に
謂
つ
て
曰
く」
と
か
「
馬
琴
そ
れ
に
答
へ
て」
と
云
ふ
こ
ちゃ
ぅ
ヽ
ヽ
·
ヽ
ヽ
に
は、
誇
張
あ
り
虚
構
あ
り
曲
班
あ
り
と
知
る
ぺ
し
（
傍
点
本
文）
次
い
で
「
江
戸
文
学
と
都
会
生
活」
（
『
早
稲
田
文
学
』
、
大
12.
7)
を
は
じ
め、
純
り
返
し
こ
の
こ
と
に
触
れ
た
の
が
山
口
剛
氏
で
あ
っ
た。
只、
一
点
指
摘
し
て
お
く
な
ら
ば、
山
口
氏
以
来
現
在
に
至
る
ま
で、
言
及
・
引
用
は
専
ら
『
作
者
部
類
』
に
対
し
て
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が、
如
上、
時
期
的
に
は
『
伊
波
伝
毛
乃
記
』
が
早
い。
と
も
あ
れ、
諸
先
学
の
論
を
綜
合
す
る
に、
馬
琴
の
記
述
へ
の
不
信
が
過
（
注
半
を
占
め、
今
日
定
説
化
し
て
い
る
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
そ
れ
ら
に
示
さ
れ
た
論
拠
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る。
．
怜
2
)
・
①
『
田
舎
芝
居
』
の
校
倣
追
従
作
で
あ
る
『
田
舎
談
義
』
（
究
ー
）
に、
京
伝
は
序
祓
を
寄
せ、
菰
訳
し
て
い
る。
＾
山
口
剛
氏
他
＞
②
『
通
気
智
之
銭
光
記
』
（
享
和
二
）
に、
京
伝
は
万
象
序
の
別
号
で
あ
（、注
30
)
る
「
築
地
笹
交」
を
説
み
こ
ん
で
し
る
（
『
銭
光
記
』
は、
黄
表
紙
四
種
に
四
季
の
名
を
配
す
る
と
い
う
新
し
い
試
み
の
箪
頭、
「
春」
の
作
で
も
あ
っ
た。
）
＾
小
池
藤
五
郎
氏
＞
③
窃
政
年
間
刊
と
目
さ
れ
る
『
春
輿
帖
』
に
京
伝
の
挿
画
が
見
ら
れ
る。
（
た
だ
し
本
街
の
森
紐
亭
は、
万
象
亭
の
門
人
で
あ
る
七
珍
万
宝。）
＾
同前
＞
④
未
だ
『
息
子
部
屋
』
（
天
明
五）
『
客
衆
肝
照
子
』
（
天
明
六）
の
二
作
の
洒
落
本
し
か
出
し
て
い
な
い
京
伝
を、
万
象
亭
が
批
判
の
対
象
に
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
＾
水
野
稔
氏
他
＞
的
京
伝
に
と
っ
て
の
万
象
亭
は
常
に
敬
愛
す
べ
き
戯
作
道
の
先
逹
で
あ
り、
京
伝
の
洒
落
本
は
万
象
亭
の
批
判
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い。
＾
中
野
三
敏
氏
＞
⑥
京
伝
洒
落
本
の
影
幽
下
に
あ
り、
京
伝
を
窪
楊
し
た
振
鷺
亭
の
『
自
憾
鋭』
（
寃
政
元）
に、
万
象
亭
は
序
を
記
し
酋
慾
す
る。
＾
同
前
＞
の
そ
の
温
和
な
性
質
を
考
え
る
に、
馬
琴
の
記
す
よ
う
な
態
度
を
京
伝
が
と
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
＾
水
野
稔
氏
談
＞
こ
れ
ら
に
私
見
を
加
え
れ
ば、
⑥
『
錦
之
裏
』
（
寛
政
三）
に、
万
象
亭
の
師
で
あ
る
平
賀
源
内
の
浄
瑯
璃
『
神
霊
矢
口
渡
』
が
引
か
れ
る。
（
た
だ
し
『
峨
馴
松
金
絲
腰
蓑
』
（
文
化
十一
）
に
「
お
さ
な
き
時
の
根
な
し
草。
金
々
先
生
栄
花
の
夢
の。
ま
だ
祝
き
ら
ぬ
五
十
年
9
と
記
す
な
ど、
江
戸
戯
作
の
草
分
け
的
存
在
と
し
-28-
て
の
源
内
に
は
京
伝
も
ま
た
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
痰
わ
れ
る。
）
．
倒
岡
田
甫
氏
に
よ
っ
て
京
伝
の
寃
政
末
年
の
作
と
さ
れ
た
『
小
犬
つ
れ
づ
れ
』
頭
註
に、
「
筑
地
の
普
好
く
じ
ら
ざ
し
可
然
由
し
る
し
給
へ
り」
と
見
え
る。
い
『
増
補
肖
本
年
表
』
に、
「
『
戯
作
濫
閣
』
の
首
に
出
せ
る
浄
荊
璃
は
風
来
の
作
な
り
と
ぞ。
文
化
の
初
頃
に、
京
伝
が
校
合
し
て
上
梓
せ
る
『
捷
径
太
平
記
』
こ
れ
な
り1
(
『
新
群
杏
類
梁
』
七）
と
あ
る。
京
伝
の
『
．
虹
mli
捷
径
太
平
記
』
（
文
化
元）
は、
源
内
の
『
前
太
平
記
古
跡
鑑
』
の
提
要
版
で
あ
っ
た。
『
戯
作
濫
約
』
は
万
象
亭
の
黄
表
紙
『
万
象
亭
戯
作
濫
船
』
（
天
明
四）
。
り
京
伝
作
の
合
巻
『
松
梅
竹
取
談
』
．（
文
化
五）
『
累
井
筒
紅
策
打
鋪
』
『
凪
流
伽
三
味
線
』
（
文
化
六）
中
に、
万
象
亭
の
『
紅
毛
雑
話
』
（
天
明
函[4)。
七）
を
明
ら
か
に
参
照
し
た
と
見
ら
れ
る
画
が
r
る
雙
化
六
年
中
の
稿
と
思
わ
れ
る
万
象
亭
の
随
箪
「
反
古
節」
に、
京
伝
の
『
近
世
奇
跡
考
』
（
文
化
元）
に
触
れ
た
記
事
が
あ
る。
等
の
こ
と
が、
『
田
舎
芝
居
』
以
後
の、
京
伝
と
万
象
亭
と
の
関
わ
り
を
示
す
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る。
た
だ
し、
先
ず
問
図
と
す
ぺ
き
は、
『
田
舎
芝
居
』
板
行
の
天
明
七
年
以
後
数
年
閻
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。
何
と
な
れ
ば、
究
政
改
革
の
余
波
を
製
り、
万
象
亭
は
暫
く
戯
作
を
廃
す
る
の
で
あ
る
し
（
こ
の
こ
と
は、
京
伝
の
あ
て
つ
け
が
無
意
味
と
な
っ
た
ーー
よ
っ
て
京
伝
の
あ
て
つ
け
が
見
出
せ
る
筈
は
な
い
ー
こ
と
を
証
し
な
い。
京
伝
は
万
象
亭
が
い
つ
ま
た
復
紐
す
る
と
も、
或
い
は
そ
の
ま
ま
箪
を
折
る
と
も、
判
断
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う）
、
一
方
の
京
伝
に
も、
数
年
後
さ
ら
に
明
白
な
形
で
累
が
及
び、
洒
落
本
の
執
嬰
勢
に
端
を
発
し
た
評
い
は、
言
わ
ば
そ
の
立
脚
基
盤
を
失
っ
た
の
で
あ
る
か
ら。
後
年
京
伝
が
こ
の
筆
禍
に
触
れ
る
こ
と
を
極
力
避
け
た
の
は
周
知
で
あ
る
が、
万
象
亭
に
も
ま
た、
戯
作
者
と
し
て
の
過
去
に
触
れ
た
が
ら
ぬ
節
が
見
え
る。
策
者
は
む
し
ろ、
彼
ら
の
箪
が
一
件
に
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
自
然
と
考
え
る
も
の
で
あ
る。
，
さ
て、・
「
万
象
亭
と
京
伝
の
破
執」
と
言
う
時、
こ
こ
に
レ
ペ
ル
の
沢
な
一2
 
る
二
様
の
受
け
取
り
方
が
生
ず
る。
一
に
「
果
た
し
て
『
田
舎
芝
居
』
序
は
一
京
伝
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
の
か
3
二
と
し
て
「
『
田
舎
芝
居
』
序
は、
結
果
的
に
万
象
亭
と
京
伝
の
確
執
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
3
こ
れ
ら
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
来
た
こ
と
も
ま
た、
問
図
の
在
処
を
見
え
に
く
く
し
て
い
る
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
う。
整
理
し
て
み
た
い。
前
者
に
つ
い
て
は、
従
来
多
く
の
論
者
が
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に、
策
者
も
ま
た
『
田
舎
芝
居
』
執
箪
の
時
点
（
『
福
神
粋
語
録
』
後
序
よ
り、
天
明
六
年
十一
月
二
十一
日
以
前
に
板
下
が
出
来
上
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る）
で、
ま
だ
二
作
の
洒
落
本
の
作
者
に
過
ぎ
な
い
京
伝
を、
万
依
亭
が
鑓
去
に
あ
げ
よ
う
と
考
え
て
＾
序
＞
を
世
い
た
と
は
思
え
な
い
し、
（
た
だ
し、
後
述
の
よ
う
に、
念
頭
に
硲
い
て
い
た
可
能
性
を
な
し
と
し
な
い。
）
馬
琴
も
そ
う
は
記
し
て
い
な
い。
•
そ
れ
に
対
し
て、
後
者
の
形
で
問
い
か
け
を
行
な
う
な
ら
ば、
＾
序
＞
が
屠
の
引
き
金
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る、
幾
つ
か
の
対
立
の
形
跡
が
見
出
せ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る。
そ
れ
は
「
確
執」
や
「
対
立」
と
言
う
よ
り
は、
む
し
ろ
屯
ら
京
伝
の
「
不
快」
や
「
憤
慨」
を
示
す
よ
う
に
見
え
る
形
跡
で
あ
る
の
だ
が、
こ
の
よ
う
な
不
完
全
な
「
確
執」
の
形
を
と
ら
せ
た
の
は、
低
に
買
政
改
革
の
所
為
で
あ
る
と
箪
者
は
考
・
え
る
（
究
政
改
革
が
無
け
れ
ば
ー
歴
史
に
II
も
し
11
は
禁
句
で
あ
る
が
ー
ー
誰
の
目
に
も
明
臼
な
形
で、
万
象
亭
と
京
伝
と
の
間
に
応
酬
が
交
さ
れ
た
と
考
え
る）
故、
敢
え
て
「
確
執」
の
語
を
選
び
た
い。
即
ち、
い
ま
帰
す
る
ぺ
き
所
は、
天
明
七
年
お
そ
ら
く
正
月
中
の
或
日、
『
田
舎
芝
居
』
を
数
丁
捲
っ
た
京
伝
が
一
体
何
を
思
っ
た
か、
で
あ
る。
彼
の
理
性
は、
万
象
亭
の
批
判
が
直
接
自
ら
に
向
け
ら
れ
ろ
筈
の
な
い
根
拠
を
数
え
立
て
た
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
後
述
の
如
き、
次
第
に
収
ま
り
の
つ
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
万
ゑ
亭
へ
の
敵
保
心
が
そ
れ
を
上
回
っ
た。
「
お
き
ゃ
あ
が
れ。
こ
り
C
ぁ
価
の
こ
と
じ
ゃ
あ
ね
え
か。」
『
古
契
三
娼
』
（
天
明
七），
は
『
田
舎
芝
居
』
と
同
じ
鶴
喜
の
板
で
あ
ろ
か
ら、
穿
っ
た
見
万
を
す
れ
ば、
板
行
以
前
に
そ
の
内
容
を
万
象
平
が
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い。
と
苫
う
よ
り、
当
時
笞
通
で
あ
っ
た
作
者
と
板
元
と
の
密
接
な
交
流
は、
京
伝
の
様
ざ
ま
な
邪
推
を
喚
起
し
た
で
あ
ろ
う。
取
分、
京
伝
と
関
係
の
探
い、
『
総
簸
』
（
天
明
七）
の
板
元
沼
頂
や
配
喜
と
は、
万
象
亭
も
ま
た
一
万
な
ら
ぬ
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
即
ち
問
題
と
な
る
の
は、
万
象
亭
が
実
際
に、
ま
さ
に
批
判
の
対
象
と
営
う
ぺ
き
『
総
簾
』
や
『
古
契
三
娼
』
を、
そ
の
板
行
以
前
に
何
ら
か
の
形
で
読
ん
で
い
た
か
否
か
で
は
な
い。
京
伝
に
そ
の
よ
う
な
付
度
を
起
こ
さ
せ
ろ
背
が、
整
っ
て
い
た
か
否
か
で
あ
ろ。
そ
し
て
状
況
は、
立
旅
に
京
伝
の
「
憤
砥」
を
支
え
る
に
足
り
た。
馬
琴
の
言
を
侯
つ
ま
で
も
な
く
（
絶
交
が
事
実
と
す
れ
ば
自
動
的
に）
京
伝
は
万
象
亭
の
真
意
を
糾
す
術
を
失
っ
た
の
で
も
あ
る
か
ら。
一
事
は
斯
く
『
田
舎
芝
居
』
序
に
接
し
た
時
点
で
の、
京
伝
の
反
応
に
収
緻
さ
せ
る
ぺ
き
で
は
な
か
ろ
う
か．
只、
A
序
＞
が
京
伝
を
対
象
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て、
万
象
平
に
は
既
に
京
伝
の
行
く
べ
き
方
向
が
見
え
て
い
た
と
思
う。
例
え
ば
「
京
伝
洒
落
本
作
品
研
究」
（
『
江
戸
小
説
論
汲
』
所
収）
で
水
野
稔
氏
が
紹
介
さ
れ
た
高
木
好
次
氏
ま
た
水
野
氏
自
身
の
御
指
摘
の
よ
う
に、
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
の
情
報
氾
を
基
に、
自
ら
が
批
判
の
対
象
と
し
た
洒
落
本
の
流
れ
の、
そ
の
万
向
へ
の
次
の
推
進
者
が
確
か
に
京
伝
で
あ
る
と、
万
象
平
は
兄
抜
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と、
天
明
七
年
に
至
ろ
ま
で
の
万
象
卒・
京
伝
の
浅
か
ら
ぬ
交
流
は、
一
転
「
碓
執」
の
種
を
育
て
た
温
床
の
相
貌
を
見
せ
始
め
る。①天
明
三
年
四
月
二
十
五
日・
実
四
的
に
は
万
象
平
主
他
の
宝
合
会
に、
京
伝
は
主
品
側
か
ら
「
女
の
髪
に
て
よ
れ
る
綱」
ー
名
糸
抑
を
出
品。
同
年
七
月
刊
の
『
狂
文
宝
合
記
』
に
北
尾
政美
と
と
も
に
口
絵
を
画
く。
京
伝
あ
る。
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の
狂
文
中
に
は
「
大
象
は
と
も
か
く
も
森
羅
万
象
亭
の
竹
杖
に
す
か
り
て
知
縁
を
む
す
ふ
の
綱
手
純」
云
々
と
見
え
る。
京
伝
の
狂
歌
師
迎
中
と
の
交
遊
に
は、
万
象
亭
の
力
が
与
っ
て
い
た
と
と
っ
て
良
い
か
と
思
わ
れ
る）
②
そ
の
証
左
と
も
言
う
べ
き
が、
同
年
十
一
月
成
の
r
狂
歌
師
細
見
』
で
あ
る。
竹
杖
為
軽
社
中
に
「
な
お
里
介
ま
さ
の
ふ
」
と
見
え
る。
身
軽
折
輔
は
当
時
の
京
伝
の
狂
名
で
あ
っ
た。
®
前
出
r
万
象
亭
戯
作
濫
島
』
に
は、
後
見
役
の
一
人
と
い
う
形
で
京
伝
の
姿
が
描
か
れ
る。
④京
伝
の
r
小
紋
裁
』
（
天
明
四）
に、
竹
杖
翁
の
名
で
万
象
亭
は
序
文
を
寄
せ
た。
⑤
向
年
三
月
の
序
を
持
つ
万
象
亭
の
洒
落
本
『
一一
日
酔
庖
郷」
に
京
伝
の
ロ
絵。
本
文
中
に
「
け
ふ
は
京
伝
と
勘
弥
を
見
に
行
っ
た
」
「
フ
し
．
京
伝
か
作
の
小
紋
我
の
中
の
認ピ。
朝
比
奈
な
ん
ぞ
は
邦辺謬ー
も
染
た
よ」
等
と
見
え
る。
．
⑥
同
年
六
月
の
京
伝
妹
黒
鳶
式
部
主
他、
手
拭
合
の
会
に
万
象
亭
参
加。
r
た
な
く
ひ
あ
は
せ
』
に
は、
万
象
亭
の
「
万
象
染」
「
白
旗
染」
を
収
め、
ま
た
万
象
亭
は
巻
頭
雪
川
公
の
出
邸
手
拭
に
文
を
寄
せ、
校
合
者
の
箪
頭
に
名
を
迎
ね
る。
こ
の
会
の
参
加
者
に
は
万
象
亭
傘
下
の
狂
歌
師
が
多
か
こ。f 
つ
⑦
r
●
g
さ
う
ハ
虎
の
巻
』
（
天
明
四
？．）
r
亮
鉄
砲
桃
灯
具
雑
J
r
新
義
経
細
兒
蝦
夷
』
（
同
五）
r
頭
浙
塔
之
瞑
』
（
同
六）
と
い
っ
た
黄
表
紙
に、
万
象
亭
京
伝
の
画
文
協
力
が
見
ら
れ
る。
こ
の
他、
平
秩
東
作
六
十
の
賀
（
天
明
五
年
三
月
二
十
八
日）
に
削
っ
て
狂
歌
を
寄
せ
る
な
ど、
特
に
狂
歌
壇
で
の
万
象
亭
と
京
伝
と
の
交
流
は
深
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
源
内
の
戯
文
を
承
け
た
形
で
洒
落
本
に
箪
を
染
め
た
万
象
亭
は、
決
し
て
「
似
た
り
寄
っ
た
り
の
洒
落
本」
に
泥
む
こ
と
な
く、
常
に
新
機
軸
を
索
め
つ
つ、
A
序
＞
に
所
謂
「
戯
作
道
の
確
論」
即
ら
「
只
可
咲
を
専
と
す
ぺ
し」
へ
と
収
敵
し
て
行
っ
た。
天
明
七
年
の
時
点
で
は、
確
か
に
京
伝
の
逝
か
前
万
を
疾
邸
し
て
い
た
と
苔
え
る。
（
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な、
「
洒
落
本
に
お
け
る
」
「
黄
表
紙
に
お
け
る
」
と
い
っ
た
概
念
区
分
が、
京
伝
や
万
象
亭
延
い
て
は
時
の
説
者
逹
に
ど
れ
だ
け
明
白
に
意
益
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は、
い
ま
充
者
は
何
も
宮
い
得
な
い。
た
だ、
一
方
で
凡
ゆ
る
も
の
に
階
級
制
度
化
さ
れ
た
視
線
を
向
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
人
の
精
神
構
造
が
思
わ
れ、
ま
た
一
方
で
や
は
り
一
人
の
戯
作
者
に
対
し
て
の
総
体
的
評
価
が
人
々
の
目
で
は
な
か
っ
た
か
と
強
く
思
わ
れ
る。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
比
し
て、
黄
表
紙
に
見
る
ぺ
き
作
の
多
い
と
は
思
わ
れ
ぬ
万
象
亭
を、
呑
町
・
喜
三
二
と
京
伝
・
全
交
と
の
間
に
敢
え
て
組
み
込
み、
研
究
発
表
要
旨
に
「
万
象
亭
時
代」
と
記
し
た
所
以
で
あ
る。）
ま
た、
天
明
狂
歌
境
と
い
う
環
税
を
利
し
て、
こ
こ
に
「
見
立」
と
い
う
趣
向
（
ま
た
は
遊
び
万）
を
芍
入
し
た
の
は、
万
象
亭
の
手
柄
で
あ
っ
た。
「
見
立
絵
本」
に
つ
い
て
の
詳
細
は、
中
野
三
敏
氏
の
御
論
「
見
立
絵
本
の
系
甜」
(
r
戯
作
研
究
」
所
収）
に
こ
れ
を
極
め
る
が、
詮
無
き
お
喋
り
を
許
し
て
裁
け
る
な
ら
ば、
'
r
見
立
百
化
烏
』
以
来
の
所
罰
「
見
立
絵
本」
と、
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・'
具
体
的
な
「
場」
あ
る
い
は
「
人
々
」
、
い
ま
流
行
り
の
言
菜
で
言
え
ば
バ
フ
ォ
ー
マ
ー
逹
を
成
立
の
背
景
と
し
て
持
つ、
中
野
氏
の
所
町
「
滑
梢
開
帳
の
図
録
風
の
も
の
」
と
の
間
に、
さ
ら
に
明
白
な
一
線
を
画
す
る
分
類
を
叩
者
は
考
え
て
み
た
い。
『
狂
文
宝
合
記
』
『
た
な
く
ひ
あ
は
せ
』
か
ら
r
紐
虹
老
莱
子
』
に
つ
な
が
っ
て
行
く
後
者
は、
「
岡
山
人
判
取
帖」
や
r
人
遠
茶
懸
物
』
に
近
い
所
に
あ
り、
狂
歌
絵
本
や
多
く
の
狂
歌
集、
ま
た
誹
宙
等
と
も
気
分
を
同
じ
う
す
る
で
あ
ろ
う。
勿
論、
最
終
的
な
絵
本
の
形
態
と
．
し
て
把
え
な
け
れ
ば、
視
点
は
限
り
な
く
拡
散
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が、
で
あ
る
に
し
て
も
例
え
ば
r
吾
爽
振
狂
歌
文
叩
』
ゃ
r
古
今
狂
歌
袋
』
は、
前
者
と
後
者
の
中
間
点
に
立
つ
も
の
と
し
て
「
見
立
絵
本l
（
庄
5
)
の
範
店
に
含
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
る。
こ
の
よ
う
な
分
類
に
立
っ
て
営
え
ば、
後
者
の
俊
れ
た
編
者
と
し
て
万
象
亭
が
お
り、
前
者
の
図
抜
け
た
作
者
と
し
て
京
伝
が
い
た。
見
方
を
変
え
れ
ば、
人
々
を
動
員
し
て
の
「
沿」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
出
来
た
の
が
万
象
亭
で
あ
り、
そ
の
よ
う
な
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
の
が
京
伝
で
あ
っ
た。
妹
を
催
主
に
据
え
た
手
拭
合
の
会
で
さ
え、
現
実
に
は
万
象
卒
の
力
に
与
る
所
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
『
小
紋
裁
』
以
来、
京
伝
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
執
粁
．
し
統
け
た
の
は、
勿
論
そ
れ
を
可
能
に
し
た
彼
の
オ
能
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
こ
と
に
間
迅
い
な
い
の
だ
が、
天
明
狂
歌
迎
に
お
け
る
「
見
立」
の
親
王
万
象
平
に
対
す
る
何
が
し
か
の
意
図
が
考
え
ら
れ
も
す
る
の
で
あ
る。
．
さ
て、
万
象
平
が
天
明
狂
歌
坦
に
最
初
に
「
見
立」
を
持
ら
込
ん
だ
r
絵
•
本
見
立
仮
昏
尽
』
に
つ
い
て、
一
点
気
に
慇
る
の
が、
上
巻
四
丁
表
に
記
さ
れ
た
「
勝
尾
春
政
画
井
掛」
で
あ
る。
仮
号
で
あ
る
こ
と
明
々
た
ろ
こ
の
名
は、
勝
川
派
と
北
尾
脈、
お
そ
ら
く
「
勝
川
春
章」
足
す
「
北
尾
瓜
政」
割
る
二
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か。
そ
し
て
「
両
井
宙」
と
い
う一
方
の
由
は、
r
た
な
く
ひ
あ
は
せ
』
の
筆
工
松
月
す
い
ら
の
手
と
考
え
ら
れ、
す
る
と
残
っ
た
画
即
ち
『
見
立
仮
園
尽
』
の
面
工
は、
北
尾
政
版
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
岱
測
を
瓜
ね
る
に、
松
月
す
い
ら
は
r
客
衆
肝
照
子
』
に
跛
を
寄
せ‘
r
古
契
三
姻
J
自
序
に
「
花
川
戸
羅
月
が
別
菜。
松
風
亨
に
屯
を
と
る」
と
見
え
る
羅
月
と
同一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
春
翠
と
頂
政
の
コ
ン
ピ
か
ら
は、
京
伝
の
『
新
美
人
合
自
箪
鋭
』
の
先
蹴、
『
野
楼
炎
人
合
姿
鋭
』
が
強
く
思
い
出
さ
れ
も
す
る
の
で
あ
る。
2
 
と
す
れ
ば
r
見
立
仮
苔
尽
』
は、
絵
本
と
い
う
そ
の
性
格
か
ら
も、
京
伝
一3
 
の
力
が
か
な
り
強
く
反
映
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か。
こ
こ
＿
で
極
論
党
悟
の
穿
盤
を
加
え
る
な
ら
ば、
『
見
立
仮
牲
尽
』
の
発
想
の
幾
つ
か、
さ
ら
に
は
「
見
立
貝
尽」
と
い
う
趣
向
そ
の
も
の
に、
京
伝
の
創
意
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
万
象
卒
と
京
伝
の
交
流
を
見
て
く
る
と、
天
nJl-―一
年
四
年
と
五
年
六
年
の
間
に
何
か
し
ら
変
化
が
感
じ
ら
れ、
筆
者
は
そ
の
境
目
に
手
拭
合
の
会
あ
た
り
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る。
有
体
に
回
っ
て、
特
異
な
身
分
．
．
．
．
 
を
ち
ら
つ
か
せ
た
万
象
亭
の
出
た
が
り
が、
京
伝
に
疎
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か。
そ
し
て
そ
の
種
は、
早
く
『
兒
立
仮
舒
尽
J
の
時
点
で
蒔
か
れ
は
し
な
か
っ
た
か。
•
r
御
存
商
売
物』
（
天
明
二）
で
認
め
ら
れ
た
京
伝
は、
「
江
戸
生
艶
気
棒
焼』
（
天
明
五）
で
黄
汲
紙
作
者
と
し
て
の
確
固
た
る
地
歩
を
占
め
た。
こ
の
時
同
じ
く
名
声
を
得
た
も
の
と
し
て、
自
惚
の
代
名
詞
「
詑
次
郎」
と
「
京
伝
界」
が
あ
っ
た。
「
京
伝
界」
は
以
後
長
き
に
亘
っ
て
彼
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
な
る
わ
け
だ
が、
京
伝
以
前
に
「
界」
を
売
り
物
に
し
よ
う
と一
し
た
戯
作
者
が
い
た。
外
で
も
な
い
万
＆
卒
で
あ
る。
．
大
会
の
席
上
井
上
隆
明
氏
は、
「
京
伝
外」
と
「
万
象
昴」
に
つ
い
て、
営
わ
ば
遊
び
の
気
分
の
中
で
彼
ら
の
交
友
を
助
位
す
る
も
の
と
把
え
ら
れ
た
が、
叩
者
は
こ
の
こ．
と
を
逆
に、
気
ま
ず
さ
の
柚
の一
っ
と
考
え
て
い
た。
r
万
象
亭
戯
作
濫
脱」
に
お
い
て
「
民
の
大
き
い
か
ら
思
い
つ
き」
、
石
橘
の
所
作
で
戯
作
（
こ
こ
で
は
蛮
表
紙
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る）
界
に
登
場
し
て
以
来、
毎
年
の
よ
う
に
自
作
に
頴
を
出
し
た
万
象
存
の
外
が、
実
呪
彼
の
言
う
よ
う
に
特
徴
的
な
揖
子
ッ
界
で
あ
っ
た
の
に
対
し、
実
際
の
京
伝
は
硲
正
な
額
立
ら
で、
そ
の
民
は
京
伝
凡
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い。
と
こ
ろ
が
「
京
伝
恥」
の
ほ
う
が
大
受
け
に
受
け
た
わ
け
で
あ
る。
こ
こ
に
何
か
釈
然
と
せ
ぬ
も
の
を
万
象
亭
が
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
岱
測
す
る
の
は、
偏
に
箪
者
自
身
の
傾
狭
さ
の
故
で
あ
ろ
う
か。
r
記
気
櫛
焼
』
の
翌
六
年、
万
＆
亭
の
黄
表
紙
「
七
福
神
伊
逹
船
近
』
に
同
年
刊
と
の
広
告
の
見
え
ろ
r
色
男
其
処
此
処」
が
板
行
さ
れ
た
の
は、
r
田
舎
芝
居』
と
同
じ
天
明
七
年
で
あ
っ
た。
こ
の
作
で
万
象
亭
は、
自
ら
を
モ
デ
ル
に
し
た
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ラ
ク
ク
ー
「
万
屈
与
四
郎」
を
登
場
さ
せ、
通
四
を
踏
み
外
し
た
滑
陪
の
限
り
を
尽
く
さ
せ
る。
早
く
図
説
復
版
会
版
r
色
男
其
処
此
処
』
の
解
説
で
木
村
捨
三
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に‘
r
色
男
其
処
此
処」
で
万
象
亭
は一
方
な
ら
ず
r
艶
気
樟
焼」
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
明
臼
で
あ
る。
さ
ら
に一
歩
進
め
て、
黄
汲
紙
に
お
け
る
「
只
可
咲
を
専
と
す
ぺ
し」
の
実
作
化
が
r
色
男
其
処
此
処
』
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
う。
そ
の
た
め
に
選
ば
れ
た
の
が
r
艶
気
樺
焼』
の
Ill
界
で
あ
っ
た。
こ
の
こ
と
は、
既
に
万
佐
亭
が
京
伝
を
意
識
し
て
い
た
ら
し
く、
ま
た
批
判
の
対
泉
が
洒
落
本
ば
か
り
で
は
な
く、
（
本
を
礼
せ
ば
草
双
紙
の
洒
裕
本
化
が
黄
表
紙
で
あ
っ
た
と
は
い
え）
ま
さ
に
洒
落
本
と
同
質
化
せ
ん
と
す
る
黄
表
紙
を
も
含
ん
で
い
た
こ
と
を
痰
わ
せ
る。
自
ら
語
る
と
●
ろ
は
少
な
く
と
も、
そ
の
通
人
ぶ
り
は
京
伝
の
及
び
も
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
万
象
卒
は、
決
し
て
戯
作
に、
ス
ト
レ
i
卜
に
遊
里
を
持
ら
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
し、
そ
れ
は
彼
の
苫
わ
ば
侶
念
で
も
あ
っ
た。
そ
の
よ
う
な
万
象
亭
の
姿
勢
を
京
伝
は
承
知
し
て
い
た
だ
ろ
う
し、
そ
う
で
あ
れ
ば
睾
丸
を
振
り
廻
す
云
々
の
野
え
は、
考
え
様
に
よ
っ
て
は
確
か
に
京
伝
の
首
筋
を
寒
く
さ
せ
る。
艇
品
そ
れ
は
単
な
る
方
法
の
相
迎
に
過
ぎ
な
い
の
だ
け
れ
ど
も。
万
象
平
に
対
す
る
京
伝
の
憤
恕
の
表
面
化
と
と
れ
る、
A
序
＞
を
め
ぐ
る
五＂．
に
至
る
ま
で
に、
こ
の
よ
う
に
伏
線
と
成
り
柑
る
娩
つ
か
の
兆
飲
が
見
ら
れ
る。
こ
れ
ら
を
全
く
考
面
に
入
れ
ず
と
も、
オ
能
よ
り
む
し
ろ
毛
並
の
五
- 33-
（
庄
6
)
良
さ
を
手
立
て
と
し
て
の
し
上
が
っ
て
行
く
万
象
亨
の
や
り
方
に
は、
か
な
り
の
強
引
さ
が
感
じ
ら
れ、
取
分
「
我
ハ
拙
ナ
キ
戯
作
者
ナ
レ
ド
モ
。
腕
突
ハ
誰
ニ
カ
劣
ラ
ン
3
「
伺
も
こ
ん
な
に
大
造
ら
し
く
い
ふ
平
も
ね
へ
。
小
本
、、
の
一
冊
や
二
冊
な
ぐ
り
つ
け
る
に。
手
間
も
院
も
い
る
こ
っ
ち
ゃーー
な
い
9
(
r
福
神
粋
話
録
』
自
序）
と
い
っ
た
冗
絞
め
か
し
て
は
い
る
が
明
ら
さ
ま
な
自
負、
門
人
を
総
動
貝
し
て
の
r
田
舎
芝
居
』
の
主
張
等
々
に、
心
中
囮
か
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
た
戯
作
者
は
皆
無
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か。
洒
落
本
に
じ
ろ
狂
歌
や
見
立
絵
本
に
し
ろ、
何
よ
り
派
手
で
大
掛
り
な
活
動
を
見
せ
た
万
象
亭
が、
僅
か
数
年
の
間
に
戯
作
界
の
頂
点
（
天
明
七
年
の
戯
作
界
を
俯
緻
す
る
に、
こ
の
よ
う
に
言
い
得
る
と
考
え
る。
例
え
ば
江
戸
中
の
半
分
が
門
人
と
宮
わ
れ
た
木
網
の
在
り
よ
う
と
は
確
か
に
異
な
っ
て、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
赤
良
が
存
在
し
た。
春
町・
喜
三
二
は
別
枠
扱
い
を
受
け
た
し、
尻
焼
猿
人
は
破
格
の
扱
い
を
受
け
た。
戯
作
界
に
も
頑
と
し
て
階
級
制
度
は
存
在
し、
多
く
の
戯
作
者
達
は
そ
れ
を
自
然
に
受
け
止
め
て
い
た。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
「
頂
点」
と
の
言
菓
を
使
う
に
吝
か
で
な
い。
）
に
到
っ
た
の
は、
蓋
し
自
然
な
こ
と
で
あ
り、
万
象
亭
に
と
っ
て
み
れ
ば
前
述
の
如
き
言
も、
何
の
気
負
い
も
な
く
記
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う。
．
し
か
し、
侍
む
に
足
る
自
ら
の
才
能
を
手
立
て
と
し、
対
抗
心
を
発
条
の
ひ
と
つ
と
し
て、
伸
び
上
が
っ
て
行
こ
う
と
し
た
戯
作
者
が
い
た。
そ
れ
が
京
伝
の
万
象
亭
へ
の
「
憤
慨」
の
正
体
で
あ
っ
た
と
箪
者
は
考
え
る。
万
象
亭
が
京
伝
を
相
手
に
す
る
筈
が
な
い
と
い
う
見
方
も、
全
体
像
か
ら
逆
算
し
て
万
象
亭
C
と
き
は
京
伝
の
敵
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
も、
と
も
に
当
ら
な
い。
蹴
落
と
そ
う
な
ど
と
思
い
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が、
万
象
亭
は
い
つ
か
自
分
に
待
っ
た
を
か
け
る
で
あ
ろ
う
京
伝
を
予
想
し
て
い
た
し、
京
伝
は
行
手
を
遮
る
相
手
と
し
て
万
象
平
を
兄
揺
え
て
い
た。
戯
作
界
で
は、
常
に
優
れ
た
者
同
士
の
軋
み
合
い
が、
演
じ
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
か。
歴
史
は
京
伝
に
軍
配
を
指
げ
た。
万
象
亨
の
沈
黙
が
な
く
と
も、
京
伝
は
そ
の
才
能
を
追
隊
9
く
発
揮
し
て、
＾
序
＞
の
主
張
を
撥
ね
除
け
た
で
あ
ろ
う。
只
ブ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
万
象
亭
の
オ
が、
ど
れ
だ
け
の
新
企
画
を
打
ち
出
し
つ
つ、
＾
序
＞
に
苔
う
所
を
発
股
さ
せ
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
時、
春
町・
喜
三
二
や
南
畝
と
は
ま
た
異
な
り、
万
象
亭
が
上
昇
期
に
あ
っ
た
だ
け
に、
と
ば
口
で
水
の
入
っ
た
こ
の
一
番、
謡
に
残
念
極
ま
り
な
い。
以
下、
紙
数
の
許
す
限
り、
万
象
亭
と
京
伝
と
の
確
執
の
現
わ
れ
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
r
田
舎
芝
居
』
以
降
の
例
を
列
非
し
て
み
た
い。
も
と
よ
り
筆
者
の
視
界
の
狭
さ
故
に、
近
視
眼
的
な
短
絡、
牽
強
も
多
い
か
と
思
う。
大
方
の
御
叱
正
を
乞
い
た
い。
勿
論
こ
れ
ら
の
悉
く
が
確
執
の
証
拠
だ
と
営
い
た
い
の
で
は
な
い。
す
ぺ
て
偶
然
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
良
い
か
否
か
の
判
断
を
求
め
た
い
の
で
あ
る。
o
r
�
神
粋
語
録
』
に
「
皆
様
御
存
知」
と
の
戯
号
を
用
い
た
（
「
租
m
御
年
玉
』
（
天
明
七）
序
に
も
「
皆
様
御
存
知
之
万
象
亭」
と
見
え
る）
万
象
亭
に
対
し、
京
伝
も
ま
た
r
吉
原
や
う
し
』
（
天
明
八）
自
序
に
「
京
ば
し
の
／
御
そ
ん
し」
、
r
5
5
紐
留
女
廓
八
朔
』
（
山
東
唐
洲
作、
天
明
八）
序
及
び
自
画
作
r
1
�
真
実
梢
文
桜
』
（
天
明
九
11
究
政
元）
自
叙
に
「
京
僑
の
御
そ
ん
し」
と
記
し
た。
天
明
八
年
に
は
ま
た
万
象亭
の
「
皆
様御
存
-34-
9
知」
が、
『
5
管
巻
太
平
記
』
序
に
見
え
る。
こ
の
よ
う
に、
万
象
亭
の
「
,
．
御
存
知」
に
拮
抗
す
る
か
の
如
く
現
わ
れ
た
京
伝
の
「
御
そ
ん
し」
は、
万
象
亭
の
沈
黙
と
と
も
に
見
え
な
く
な
る
の
で
あ
り、
筆
者
は
こ
れ
を
京
伝
の
対
抗
心
の
現
わ
れ
と
と
る。
凡
ゆ
る
作
に
こ
の
仮
号
を
用
い
ず、
「
皆
様」
に
対
し
て
「
京
橋
の」
と
し
た
所
に
京
伝
の
躊
躇
が
見
出
せ
よ
う。
な
れ
〇
前
項
r
吉
原
や
う
し
』
自
序
の
「
汝
は
口
ゅ
へ
我
は
箪
ゆ
へ
無
く
て
七
ツ
．
の
く
せ
事
を。
ま
た
掛
す
て
て。
憎
ま
れ
な
む
1
は、
A
序
＞
の
「
く
ら
OO
じよ
うろ
げい
L
や
の
事
を
あ
か
る
み
へ
持
出
さ
れ
て。
娼
妓
の
身
の
上
に
は
迷
惑
に
及
ふ
事
みる
少
な
か
ら
ず。
是
見
に
興
な
く
見
ら
る
ヽ
に
害
あ
り」
云
々
に
対
し
て
の
言
で
は
な
か
っ
た
か。
ま
た
本
文
中
に
見
え
る
近
松
の
所
聞
「
虚
実
皮
膜
論」
を
引
用
し
て
の
領
城
の
虚
実
諭
は、
同
じ
く
近
松
を
下
敷
と
し
た
＾
序
＞
に
対
応
す
る。
＾
序
＞
の
立
役
の
例
は
『
難
波
土
産
』
の
立
役
の
例
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る。
⑩
の
『
捷
径
太
平
記
』
付
記
に
「
咸厄ど
作
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ。
蓋`
ン
近
松
老
人
ノ
文
二
徴
フ
也。」
と
殊
更
ら
し
く
記
し
た
京
伝
が
こ
の
作
の
作
者
を
知
ら
な
い
筈
は
な
く、
こ
れ
ら
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は、
万
象
亭
の
A
序
＞
が
源
内
を
通
じ
「
虚
実
皮
膜
論」
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て、
京
伝
が
暗
に
「
万
象
亭
の
主
張
の
方
こ
そ
他
人
の
言
葉
の
正
う
つ
し
で
は
な
い
か、
似
た
り
寄
っ
た
り
の
虚
実
論
に
過
ぎ
な
い
じ
ゃ
な
い
か。」
（
注
1
)
と
の
皮
肉
を
冊
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
さ
ら
に
穿
て
ば、
r
吉
原
や
う
し
』
自
序
の
「
い
か
に
別
れ
に
IUl
く
と
て
も」
に
は
万
象
亭
の
培
遇
が
匂
う。
（
注
8
)
〇
同
年
の
黄
表
紙
『
復
は
後
祭
祀
』
で、
呆
気
な
く
敵
を
討
た
れ
て
し
ま
う
せ
ま
い
敵
役
「
狭
間
井
横
蔵
J
の
蒲
物
は、
万
象
亭
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
卍
模
様
仕
立
て
で
あ
り、
ま
た
こ
の
名
前、
「
森
羅
万
象」
と
も
通
ず
る。
（
と
す
れ
ば、
浜
松
の
舞
台
設
定
が
後
に
来
る
こ
と
に
な
る。
）
本
来
戯
作
で
あ
る
筈
の
洒
落
本
で、
相
容
れ
ぬ
作
風
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
万
象
亭
へ
の
椰
楡
が
「
狭
間
井」
に
は
節
め
ら
れ
て
い
る
か。
前
項
同
様
「
後
の
祭
り」
と
の
外
題
も
気
に
懸
る。
文
化
二
年
の
あ
ら
ず
も
が
な
の
改
作
に、
⑪四
等
文
化
期
の
接
触
を
考
え
併
せ
「
和
解」
を
続
み
取
ろ
う
と
す
る
の
は、
さ
す
が
に
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か。
〇
こ
の
年
の
京
伝
に
顕
著
な
の
は、
『
夜
半
の
茶
旗
』
に
お
け
る
熱
告
と
店
洲‘
r
曾
我
靱
袋
』
の
唐
洲、
ま
た
『
女
郎
買
之
靱
味
増
汁
』
の
赤
蛸
蛉
と、
洒
落
本
に
お
け
る
後
進
の
指
導
に
意
を
砕
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
鋲
向
は
前
年
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い。
こ
れ
即
ち
京
伝
流
洒
落
本
の
水
脈
を
拡
げ
よ
う
と
す
る
腐
心
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
か。
政
情
の
先
行
き
が
ど
う
な
る
と
も
知
れ
ぬ
こ
の
頃、
万
象
亭
の
存
在
と
そ
の
発
言
力
は
依
然
京
伝
に
直
圧
感
を
抱
か
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う。
ま
た
天
明
八
年
か
ら
の
京
伝
作
放
表
紙
の
著
し
い
増
加
は
既
に
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
が、
C
C
に
は
武
士
作
者
の
退
陣
に
よ
る
依
頻
の
集
中
と
の
説
明
を
超
え
た
も
の
が
あ
り
は
し
な
い
か。
勿
論
筆
者
も、
対
抗
意
識
の
一
言
を
以
て
片
付
け
ら
れ
る
と
は
忍
わ
ぬ
が、
天
明
七
年
か
ら
の
執
箪
に
成
る
洒
落
本・
黄
表
紙
を
閲
す
る
に、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
京
伝
の
打
ち
込
み
振
り
に
は、
彼
の
意
欲
を
い
た
＜
刺
激
し
た
何
事
か
の
想
定
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る。
0
『
夜
半
の
茶
泊
』
に
は、
蜀
告・
居
洲
に
よ
る
か
け
合
の
序
が
付
さ
れ
る。
- 35-
洒
落
本
に
お
い
て
か
け
合
の
序
文
が
見
え
る
最
初
は
『
田
舎
芝
居
』
で
あ
る
こ
と
か
ら、
こ
れ
も
万
象
亭
を
意
識
し
た
京
伝
の
仕
菜
と
と
れ
な
い
だ
ろ
う
>。カ〇こ
の
年
万
象
亭
は、
南
畝
の
絹
に
成
る
源
内
の
遺
文
集
r
飛
花
落
菜
』
（
天
明
三）
か
ら
南
畝・
喜
三
ニ
・
菅
江・
東
作
等
の
序
祓
を
削
り、
「
細
見
厚
御
江
戸
序」
と
自
ら
の
序
を
加
え
『
風
来
仮
名
文
選
』
と
題
し
て
板
行
し
た。
序
に
言
う
「
又
地
に
あ
ら
ば
巡
理
の
枝
の
寝
莞
筵
を
掘
て
も
悪
落
Ic
：
類
せ
ず。」
云
々
は
＾
序
＞
と
同
工
で
あ
り、
風
来
山
人
担
ぎ
出
し
も
通
底
す
る。
自
ら
の
作
を
公
に
で
き
ぬ
万
象
卒
の、
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う。
〇
天
明
九
年
刊
『
通
気
粋
語
伝」
に
は、
「
四
方
の
通
子
関
た
うへ
で。
作
者
の
6日
を。
義
論
し
た
ま
へ。」
云
々
と
の
附
苫
が
見
え
る。
当
時
の
洒
落
本
に
つ
い
て
決
め
つ
け
た
風
の
議
論
を
展
開
し
た
の
が
r
田
舎
芝
居
」
と
そ
の
追
縦
作
以
外
に
見
当
ら
ぬ
以
上、
京
伝
の
こ
の
言
は
＾
序
＞
を
意
誨
し
て
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
う。
本
作
の
自
叙
に
は
「
十
八
大
通」
等
の
話
も
見
え、
附
記
の
「
野
夫
じ
ゃ
C
ざ
ら
ぬ」
云
々
を
考
え
併
せ
る
に、
敢
え
て
野
夫
本
を
称
し
た
通
人
万
象
平
へ
の
反
感
が
看
取
で
き
は
し
な
い
か。
ま
た
r`
通
気
粋
語
伝
』
と
r
田
舎
芝
居
』
と
の
構
成
の
類
似
も、
対
抗
恋
識
を
示
し
は
し
な
い
か。
〇
佐
藤
要
人
氏
の
r
5
皿
新
造
図
菜
』
解
説
中
に、
「
培
長
嶋」
の
項
は
万
象
亭へ
の
郷
撞
で
あ
る
と
の
御
指
摘
が
あ
る。
同
也
18
丁
表
の
「
大
象」
（
象
の
牙
に
見
立
て
て
刀
が
描
か
れ、
即
ら
「
二
本
差
の
象」
と
と
れ
る）
も
ま
た
万
象
亭
へ
の
皮
肉
で
は
な
い
か。
説
明
文
に
日
＜
「
蛮
名
ス
コ
ク
ン。
南一
国
よ
り
渡
り
し。
蹴
倒
し
の
団
さ
を
計
る
法。
座
却
記
に
見
ゆ」
。
゜
⑥
の
r
自
惚
絞
』
序
に
見
え
る
「
振
鷺
な
る
ゑ
せ
者」
「
実
に
虚
担
不
味
う
そ
つ
こ
な
し
の
晒
落
本」
は、
取
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
皮
肉
に
極
く。
本
文
末
尾
の
京
伝
拭
揚
の
部
分
（
万
象
亭
に
よ
る
加
箪
の
可
能
性
な
し
と
し
な
い）
も、
遊
女
聞
出
し
の
間
近
9
京
伝へ
の
煉
味
と
と，
れ
な
く
も
な
い。
〇究
政二
年、
r
繁
千
話
』
祓
で
京
伝
は、・
「
馬
骨
馬
骨
を
見
て
馬
骨
な
る
こ
と
を
し
ら
ず。
馬
骨
馬
付
を
見
て
馬
付
な
る
氾
を
し
ら
ば。
馬
骨
罵
骨
の
名
を
の
が
る
ぺ
し
」
と
洒
落
本
の
効
用
を
捐
言
す
る
が、
こ
れ
は
＾
序
＞
の
「
晒
括
本
の
晒
落
を
見
て
晒
括
る
晒
蕗
は
晒
浴
た
所
が
晒
蕗
に
も
な
ら
ね
ば。」
と
の
洒
蕗
本
無
用
論
と
哀
向
か
ら
対
立
す
る。
万
象
亭
は、
だ
か
ら
「
可
咲
を
専
と
す
ぺ
し」
と
説
く
が、
京
伝
は
我
身
を
顧
て
半
可
通
か
ら
逃
れ
よ
と
言
う
の
で
あ
る。
こ
の
姿
勢
は
同
年
の
r
領
城
貿
四
十
八
手』
自
祓
「一
言
し
や
れ
の
妄
作
と
い
へ
ど
も。
悟
道
の
は
し
た
る
べ
し
」
に
緊
が
り、
表
面
的
に
は
腐
団
の
慇
望
に
折
れ
た
と
す
る
翌
三
年
の
三
作へ
の、
京
伝
の
気
迫
が
双
え
る
で
あ
ろ
う。
0
同
年、
r
小
紋
裁』
は
竹
杖
翁．
恋
川
好
町
の
序
を
削
り
r
小
紋
雅
話
』
の
名
で
再
摺
さ
れ
る。
佃
か
二
丁
を
切
補
し
た
だ
け
の
再
板
は、
京
伝
ら
し
か
ら
ぬ
と
言
うぺ
き
で
は
な
い
か。
ま
た
こ
の
年
の
『
田
舎
談
筏
」
に
見
え．
る
京
伝
の
姿
勢
は、
虚
勢
や
皮
肉
と
と
る
よ
り、
い
ま
や
洒
落
本
の
第一
人
者
と
し
て
の
京
伝
の
余
裕
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う。
0京
伝
洒
落
本
の
最
後
の
年
で
あ
る
究
政
三
年
の
作
に
は、
万
象
亭
の
影
は
見
出
せ
な
い。
た
だ
し
こ
の
年
の
三
作
が、
敢
え
て
作
風
を
迎
え
て
見
せ
た
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（
注）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第一
巻、
『
洒
落
本
大
成
』
第
十
三
巷
の
水
野
稔
氏
解
説
参
照。
以
下、
特
注
な
き
場
合
は、
す
ぺ
て
刊
年
を
表
わ
す。
「
築
地
壁
交」
に
つ
い
て
は、
大
島
建
彦
氏
著
r
邸
立
双
也
48
咄
の
伝
承
』
（
延
広
真
治
氏
御
教
示）
及
び
拙
稿
「
究
政
期
の
森
烏
中
良」
（
『
岡
大
国
文
論
稿
』
12)
参
照。
中
良
と
坂
東
善
次
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
考
察
し
た
い。
鈴
木
重
三
氏
「
京
伝
と
絵
画」
（
「
近
且
文
芸
」
13、
『
絵
本
と
浮
世
絵
』
所
収）
に
よ
る。
と
す
れ
ば、
先
縦
た
る
役
者
絵
本
は、
『
戯
場
訓
蒙
図
飛
』
は、
耳
烏
斎
の
絵
本
は、
と
収
拾
が
つ
か
な
く
な
り
そ
うで
あ
る。
や
は
り
作
者
・
編
者
の
編
姦
意
図
に
母
準
を
定
め
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か。
中
野
三
敏
氏
の
言
（
「
南
畝
に
お
け
る
「
転
向」
と
は
何
か」
『
国
文
学
』
27
1
8)
を
借
り
る
な
ら
ば、
A
「
戯
れ」
が
「
戯
れ」
で
な
く
な
り
か
け
た
時
＞
の、
そ
の
最
初
の
戯
作
者
の
一
人
と
し
て
万
象
亭
を
把
え
4 3
 研
究
発
表
会
の
席
上、
有
益
9
御
助
言
を
戯
い
た
水
野
稔
・
園
田
豊
•
井
上
陸
明
の
各
氏、
ま
た
準
椛
段
階
で
お
世
話
に
な
っ
た
神
保
五
禰
氏
は
じ
め
各
大
学・
図
宙
館
の
方
、々
延
広
真
治
氏、
赤
羽
学
先
生
に
感
謝
致
し
ま
す。
（
尚、
園
田
氏
に
は
資
料
の
面
で
も
御
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た。
）
r
通
気
粋
語
伝
』
の
線
上
に
立
つ
こ
と
は、
注
意
さ
れ
て
良
い。
る
ぺ
き
か
と
考
え
る。
天
明
後
半
期
の
彼
は
確
か
に、
戯
作
に
対
し
て
生
真
面
目
な
る
戯
作
者
で
あ
り、
そ
の
意
味
で
は
＾
パ
ラ
ン
ス
感
覚
＞
（
同
前）
を
欠
い
て
い
た
と
も
見
る
を
得
よ
う。
万
象
亭
の
戯
作
歓
に
は
ま
た、
増
朗
残
口
の
影
馨
が
色
渡
く
痰
え
る。
こ
れ
も
ま
た
源
内
譲
り
と
言
う
ぺ
き
で
あ
り、
京
伝
は
先
刻
承
知
で
あ
っ
た
ろ
う。
水
野
稔
氏
『
黄
表
紙
・
洒
落
本
の
ill
界
』
岩
波
文
庫、
森
銑
三
氏
r
続
黄
表
紙
解
函
』
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第一
巻・
岩
田
秀
行
氏
解
説
に
梗
概
を
載
せ
る。
A
追
記
＞
0
『
絵
本
見
立
仮
詈
尽
』
の
「
勝
尾
春
政」
に
つ
い
て
は、
既
に
中
野
三
敏
氏
が
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
で、
「
勝
川
春
章
と
北
厖
菰
政
の
名
を
組
み
合
わ
せ
た
洒
落
だ
が」
と
し
て
お
ら
れ
た
の
を
見
落
と
し
て
い
た。
0
本
稿
中
に
は
定
説
通
り
「
究
政
の
改
革
の
余
波
を
栄
り、
万
象
亭
は
暫
く
戯
作
を
廃
す
る」
と
し
た
が、
実
際
は
天
明
八
年
に
黄
表
紙
を
出
す
な
ど
図
然
た
る
活
動
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
内
々
の
雑
誌
『
半
田
山
論
稿
』
に
記
し
た
所
で
あ
る
が、
ま
た
改
め
て
発
表
の
機
会
を
持
ら
た
い。
0
『
雷
女
郭
八
朔
』
に
登
場
早
々
「
昨
日
も
昼
か
ら
中
の
丁
へ
行
っ
た
が
丁
字
屋
の
名
山
は
美
し
く
な
っ
た」
な
ど
と
独
り
と
ら
る
「
見
越
し
の
介」
も、
ど
う
も
万
象
亭
臭
く、
『
繁
千
話
』
の
「
む
や
み
に
淡
語
や
中
国
俗
語、
時
に
は
蘭
語
の
片
言
を
し
ゃ
べ
る
医
学
生」
（
水
野
稔
氏
『
黄
表
紙・
洒
裕
本
の
世
界
』
）
犬
悦
に
も
万
象
亭
の
面
彩
が
見
出
せ
も
す
る。
8 7
- 37-
